
 支払基金統一事例 

【 手術 】 

 

８８０ 合成吸収性癒着防止材の算定について 

 

《令和８年９月３０日》 

 

○ 取扱い 

 

次の手術に対する合成吸収性癒着防止材の算定は、原則として認められる。 

  ⑴ Ｋ672-２ 腹腔鏡下胆嚢摘出術 

  ⑵ Ｋ718-２ 腹腔鏡下虫垂切除術「１」虫垂周囲膿瘍を伴わないもの 

  

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

合成吸収性癒着防止材は術後の癒着軽減を目的に使用する材料である。腹

腔鏡手術は開腹手術に比べて癒着が少ない傾向にあるが、癒着が起こる場合

もあることから、癒着防止材が用いられる。 

  以上のことから、上記手術に対する合成吸収性癒着防止材の算定は、原則

として認められると判断した。 

 


	04_「支払基金における審査の一般的な取扱い（医科）（第40回）」（10事例）.pdfから挿入したしおり
	８７２　小児運動器疾患指導管理料（足関節捻挫）の算定について
	８７３　ＥＥＧ８（熱性痙攣）の算定について
	８７４　片側の眼球ろうに対する精密眼底検査（両）の算定について
	８７５　単なる糖尿病網膜症等に対する眼底カメラ撮影の算定について
	８７６　脳挫傷に対する造影剤使用加算（ＭＲＩ）の算定について
	８７７　術中異常高血圧症の傷病名がない場合のニカルジピン塩酸塩【注射液】の算定について
	８７８　乳癌のがん化学療法時のペグフィルグラスチム（遺伝子組換え）の算定について
	８７９　脳動脈瘤手術クリップの算定について
	８８０　合成吸収性癒着防止材の算定について
	８８１　病理組織標本作製（皮膚）の算定について


